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Ⅰ．一般物性値 
 

 

（１）．オプシーラー 

 

試 験 項 目 

 

 

単 位 

 

試験方法 

 

ＯＰ－１３０黒 

 

ＯＰ－１３１白 

 

ＯＰ－１３１灰 

 

 

見 掛 け 密 度 

 

 

 

kg/m
３ 

 

JIS 

K6767 

 

７８ 

 

 

７３ 

 

 

７３ 

 

 

 

引  張  強  さ 

 

 

 

MPa 

 

JIS 

K6767 

 

０．１０ 

 

 

０．０５ 

 

 

０．０５ 

 

 

 

伸 び 

 

 

 

％ 

 

JIS 

K6767 
２０３ １９７ １７１ 

10％ ３ ２ ２ 

25％ ４ ３ ３ 圧縮応力 

50％ 

kPa 
JIS 

K6767 

５ ４ ４ 

30 分後 ３．２ ３．２ ３．２ 
 

 

50%圧縮永久歪 

 

 
24 時間後 

 

％ 

 

JIS 

K6767 

準拠 ０．２ ０．５ ０．４ 

 

 

熱的安定性（Ｂ法） 

 

 

 

％ 

 

JIS 

K6767 
－０.７ －０.５ －０.９ 

上記数値は測定値であり規格値ではありません 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）．Ｎ社 

 

試 験 項 目 

 

 

単 位 

 

試験方法 
No.６８５ EE.１０００ 

 

 

見 掛 け 密 度 

 

 

 

kg/m
３ 

 

JIS K6767 

 

１２７ 

 

 

１１２ 

 

 

 

引  張  強  さ 

 

 

 

MPa 

 

JIS K6767 

 

０．１２ 

 

 

０．１１ 

 

 

 

伸 び 

 

 

 

％ 

 

JIS K6767 ５５６ ５０３ 

10％ ３ ２ 

25％ ４ ４ 圧縮応力 

50％ 

kPa JIS K6767 

８ １３ 

30 分後 ５．７ １８．０ 
 

 

50%圧縮永久歪 

 

 
24 時間後 

 

％ 

 

JIS K6767 

準拠 
２．１ ４．２ 

 

 

熱的安定性（Ｂ法） 

 

 

 

％ 

 

JIS K6767 －０．１ －０．２ 

上記数値は測定値であり規格値ではありません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（３）．Ｂ社  

 

試 験 項 目 

 

 

単 位 

 

試験方法 
＃７３０ ＃８３０ 

 

 

見 掛 け 密 度 

 

 

 

kg/m
３ 

 

JIS K6767 

 

１２８ 

 

 

８９ 

 

 

 

引  張  強  さ 

 

 

 

MPa 

 

JIS K6767 

 

０．１０ 

 

 

０．０６ 

 

 

 

伸 び 

 

 

 

％ 

 

JIS K6767 ２３０ ２８１ 

10％ ２ １ 

25％ ４ ２ 圧縮応力 

50％ 

kPa JIS K6767 

７ ３ 

30 分後 ２．５ ２．９ 
 

 

50%圧縮永久歪 

 

 
24 時間後 

 

％ 

 

JIS K6767 

準拠 
０．８ １．８ 

 

 

熱的安定性（Ｂ法） 

 

 

 

％ 

 

JIS K6767 －０．１ －０．１ 

上記数値は測定値であり規格値ではありません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（４）．Ｔ社 

 

試 験 項 目 

 

 

単 位 

 

試験方法 
 

 

 

見 掛 け 密 度 

 

 

 

kg/m
３ 

 

JIS K6767 

 

６８ 

 

 

 

引  張  強  さ 

 

 

 

MPa 

 

JIS K6767 

 

０．０７ 

 

 

 

伸 び 

 

 

 

％ 

 

JIS K6767 １９１ 

10％ １ 

25％ ２ 圧縮応力 

50％ 

kPa JIS K6767 

３ 

30 分後 ２．３ 
 

 

50%圧縮永久歪 

 

 
24 時間後 

 

％ 

 

JIS K6767 

準拠 
０．２ 

 

 

熱的安定性（Ｂ法） 

 

 

 

％ 

 

JIS K6767 －１．１ 

上記数値は測定値であり規格値ではありません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅱ．加熱圧縮永久歪 

 

 

１．試験方法 ： 試験片を５０％圧縮し加熱温度条件中で２２時間放置後、２３℃

恒温室内で圧縮開放２４時間後の試験片厚みの変化率を測定。 

 

                    ｔ０－ｔ１ 

        加熱圧縮永久歪（％）＝       ×１００ 

                      ｔ０ 

                    但し、ｔ０＝試験前試験片厚み（mm） 

                       ｔ１＝試験後試験片厚み（mm） 

 

   ２．試験結果 

（単位：％） 

 

 

温度（℃）  

２３ ７０ ８０ １００ 

ＯＰ－１３０黒 ０．２ １９．８ ４１．６ ４６．９ 

ＯＰ－１３１白 ０．５ ４０．３ ４５．９ ４９．７ 

 

 

オプシーラー 

ＯＰ－１３１灰 ０．４ ３４．９ ４２．８ ４８．６ 

No.６８５ ２．１ ３６．６ ４３．２ ４８．２ 
Ｎ社 

EE.１０００ ４．２ ４４．４ ４７．６ ５１．３ 

＃７３０ ０．８ １５．４ ３１．３ ４６．０ 
Ｂ社 

＃８３０ １．８ ２５．９ ３８．２ ４６．７ 

Ｔ社 ０．２ ７．２ １５．３ ４３．９ 

上記数値は測定値であり規格値ではありません 



 

Ⅲ．加熱寸法変化 

 

 

１．試験方法  ： 試験片を加熱温度条件中で２２時間放置後、２３℃恒温 

             室内に放置し、２４時間後の寸法変化率を測定。 

 

                    ｔ１－ｔ０ 

        加熱寸法変化（％）＝        ×１００ 

                      ｔ０ 

                    但し、 ｔ０＝試験前寸法（mm） 

                 ｔ１＝試験後寸法（mm） 

    ２．試験結果 

（単位：％） 

温度（℃）   

７０ １００ １２０ １３０ 

ＯＰ－１３０黒 －０．７ －２．３ －４．１ －４．３ 

ＯＰ－１３１白 －０．５ －０．１ －０．４ －１．３ 

 

 

オプシーラー 

ＯＰ－１３１灰 －０．９ －０．５ －１．４ －１．６ 

No.６８５ －０．１ －１．８ －３．２ －４．０ 
Ｎ社 

EE.１０００ －０．２ －２．９ －４．０ －４．２ 

＃７３０ －０．１ －２．６ －３．８ －４．２ 
Ｂ社 

＃８３０ －０．１ －１．０ －１．６ －１．９ 

Ｔ社 －１．１ －２．６ －４．０ －４．２ 

上記数値は測定値であり規格値ではありません 

 

 



 

Ⅳ．止水試験 

 

１．試験方法 

  

（１） 試験片寸法 ： ３００（長さ）×１０（巾）×１０（厚み）mm 

 

（２） ２枚のアクリル製平面板に試験片をＵ字型に挟み、ボルト、ナットによ

りアクリル板を圧縮し試験片の厚みを５０，６０，７０％に圧縮固定し、

Ｕ字の内側に水を１００mm深さまで注ぎ、下記の評価を行う。 

○：３０分経過後水漏れ無し 

△：３０分経過後水漏れ有り 

×：１０分経過後水漏れ有り 

 

   ２．試験結果 

（ｎ＝３） 

圧縮率  

５０％ ６０％ ７０％ 

ＯＰ－１３０黒 ○ ○ ○ 

ＯＰ－１３１白 △ ○ ○ 

 

 

オプシーラー 

ＯＰ－１３１灰 △ ○ ○ 

No.６８５ ○ ○ ○ 
Ｎ社 

EE.１０００ ○ ○ ○ 

＃７３０ × × ○ 
Ｂ社 

＃８３０ × × △ 

Ｔ社 × × × 

    上記数値は測定値であり規格値ではありません 



 

Ⅴ．燃焼試験（FMVSS 302法） 

 

１．試験方法 

（１）試験片サイズ ：  ３５０（長さ）×１００（巾）×１０（厚み）mm 

（２）熱源     ： 内径９mmのブンゼンバーナーを用いる。プロパンガス又

は天然ガスを用いて炎高さ３８mmとし、試験片とバーナ

ー口との距離を１９mmとする。 

（３）操作・測定  ： 試験片に接炎して１５秒後に取り去り、２本の標線間 

（２５４mm）の燃焼速度を測定する。 

（４）合格基準   ： ４ｉｎ．／ｍｉｎ（１０１．６ｍｍ／ｍｉｎ）以下の

燃焼速度を合格とする 

    ２．試験結果 

 
オプシーラー

OP-130 黒 

オプシーラー

OP-131 白 

オプシーラー

OP-131 灰 
Ｔ社 

燃焼距離(mm) ２５４ ２５４ ２５４ ２５４ 

燃焼時間(min) ５２４ ３９７ ３１６ ４９３ 

燃焼速度

(mm/min) 
２９．１ ３８．４ ４８．２ ３０．９ 

判定 合格 合格 合格 合格 

 
 

Ｎ社 

No.685 

 

Ｎ社 

EE.1000 

 

Ｂ社 

＃730 

 

Ｂ社 

＃830 

燃焼距離(mm) ２５４ ２５４ ２５４ ２５４ 

燃焼時間(min) ４９７ ４１５ １０１０ ５４８ 

燃焼速度

(mm/min) 
３０．７ ３６．７ １５．１ ２７．８ 

判定 合格 合格 合格 合格 

上記数値は測定値であり規格値ではありません 

 

 



 

 Ⅵ．８０％圧縮履歴試験 

 

    １．試験方法 

 

（１）試験片サイズ： ５０×５０×２０ｍｍｔ 

 

（２）測定条件  ： 温度２３℃ 湿度５０％ 

 

（３）操作・測定 ： １０ｍｍ／minの速度で試験片を所定の圧縮率まで圧縮

し、随時の圧縮率の応力を測定、グラフ化する。 

 

 

    ２．試験結果 

        次頁に示す。 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

８０％圧縮履歴曲線
ｵﾌﾟｼｰﾗｰOP-130黒
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８０％圧縮履歴曲線
ｵﾌﾟｼｰﾗｰOP-131灰

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

120

0 20 40 60 80 100

圧縮率（％）

応
力
（
ｋ
P
a
）

８０％圧縮履歴曲線
ｵﾌﾟｼｰﾗｰOP-131白
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８０％圧縮履歴曲線
Ｔ社
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８０％圧縮履歴曲線
Ｎ社　No.685
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８０％圧縮履歴曲線
Ｎ社　EE.1000
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８０％圧縮履歴曲線
Ｂ社＃７３０
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８０％圧縮履歴曲線
Ｂ社＃830
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 Ⅶ．耐候性試験（紫外線暴露試験） 

 

    １．試験方法   ：試験片に紫外線を１０００時間まで照射し、引張強度、残存伸

び率の経時変化を測定する。 

 

    ２．試験結果         

グレード名 紫外線暴露時間(hr) ０ 200 500 1000 

引張強度（ｋＰａ） 109 102 91 86 ＯＰ－１３０黒 

残存伸び（％） 100 84 70 67 

引張強度（ｋＰａ） 81 81 64 56 ＯＰ－１３１灰 

残存伸び（％） 100 87 67 65 

引張強度（ｋＰａ） 55 62 47 47 ＯＰ－１３１白 

 残存伸び（％） 100 84 73 71 

引張強度（ｋＰａ） 88 84 67 66 Ｎ社 

NO.685黒 残存伸び（％） 100 112 64 51 

引張強度（ｋＰａ） 102 87 65 66 Ｎ社 

NO.685灰 残存伸び（％） 100 95 87 83 

引張強度（ｋＰａ） 97 75 68 73 Ｎ社 

NO.685白 残存伸び（％） 100 70 59 53 

上記数値は測定値であり規格値ではありません 

備考 

残存伸び：Ｅｘ（％） 

            Ｅｘ＝Ｅ１／Ｅ０×１００ 

              Ｅ０：耐候性試験前の伸び（％） 

              Ｅ１：耐候性試験後の伸び（％） 

         

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐候性試験
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耐候性試験
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ⅤⅢ．止水試験（追加資料） 

              

１．試験方法 

     （１） 試験片寸法 ： ３００（長さ）×１０（巾）×１０（厚み）mm 

（２） ２枚のアクリル製平面板に試験片をＵ字型に挟み、アクリル板を圧縮し

試験片の厚みを５０，６０，７０，８０％に圧縮固定し、Ｕ字の内側に

水を１００mm深さまで注ぎ、漏水開始時間を測定する。 

   ２．試験結果 

（漏水開始時間：ｈｒ） 

圧縮率（％）  

５０ ６０ ７０ ８０ 

ＯＰ－１３０黒 ０．５２ ０．４２ ２５ ３０ 

ＯＰ－１３１灰 ０．２５ ０．５２ ２ ２５ オプシーラー 

ＯＰ－１３１白 ０．２３ ０．５２ ６ ２５ 

ＥＥ．１０００ ０．５８ １．１２ ２６ ３２ 

Ｎｏ．６８５灰 ０．８０ ２．１７ ２６ ２８ Ｎ社 

Ｎｏ．６８５黒 ０．５３ ５．５ ２０ ３２ 

上記数値は測定値であり規格値ではありません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漏水開始時間と圧縮率の関係
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ⅠⅩ．移行性試験 

              

１．試験方法  ： 和紙入り粘着加工（粘着剤：アクリル）した試料（厚み１０ｔ）を測

定室（温度２３℃／湿度５０％）に放置し、一定期間毎に１８０°剥離

試験を行い、粘着強度の経時変化率を測定した。 

 

２．試験結果 

                     （単位：％） 

 ブランク １週間 ３週間 ５週間 １２週間 

ＯＰ－１３０黒 １００．０ １１５．３ １０２．９ １０３．６ ９２．９ 

ＯＰ－１３１灰 １００．０ ９６．７ ９６．９ ９３．６ ８５．９ オプシーラー 

ＯＰ－１３１白 １００．０ １２０．９ １１３．１ １１６．７ ７９．７ 

Ｎｏ．６８６黒 １００．０ ９０．８ ９０．６ ８９．４ ６６．６ 
Ｎ社 

ＥＥ．１０１０ １００．０ ９０．９ ９２．５ ９３．２ ８０．７ 

上記数値は測定値であり規格値ではありません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

粘着力の経時変化
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